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感染症に災害，さらには戦争と先の見えない日々が続

きます。それでも時は巡り，新緑の眩しい季節となりま

した。暦どおりのお休みとはいかなかった方も少なくな

いかと思いますが，5 月の風を感じて少しでもリフレッ

シュしたいものです。

さて，第69巻 5 号をお届けいたします。本号では，総

説 2 編，原著 4 編が掲載されています。

まずは 2 編の総説から。加藤らは，社会的にも関心が

高い「父親の育児参加」に着目し，母親，子ども，そし

て父親自身に与える影響について日本の研究論文のレビ

ューを通じて現状の知見を整理し，同分野の研究の充実

に向けた提言を示しました。西尾らは，日本を含む 5 か

国のヘルスプロモーション施策についてナラティブレビ

ューを行い，日本の健康格差縮小に向けた社会環境整備

とその評価の充実に向けた提案をまとめています。

続いて原著は，多様なテーマの 4 編です。横山らは，

フィンランドの母子保健サービスの場である「ネウボ

ラ」をモデルとする，未就学児の家庭を対象とした保健

師による継続支援システムの導入前後の変化を，自治体

保健師を対象としたフォーカスグループインタビューに

より分析し，同システムの導入が早期の予防的介入や保

健師のやりがいの向上につながる可能性を明らかにしま

した。東泉らは，軽度不調に関する質問票と健康指標と

の関連について，日本人を対象とした疫学文献のシステ

マティックレビューを実施し，軽度不調の評価に必要な

質問票として，ストレス，睡眠の質，包括的な健康状態

に関する質問項目が必要であることなどを示しました。

らは，通いの場づくりによる介護予防を重点的行った

モデル地区と非モデル地区との比較分析により，通いの

場づくりの取り組みが地域レベルの健康指標の改善と，

健康格差の是正に寄与する可能性を示しました。斉藤ら

は，地域集団を対象とした18年以上の長期に及ぶコホー

ト研究の結果から，メタボリックシンドロームの脳卒中

罹患リスクへの寄与は大きくないことを示し，肥満がな

い場合でも，高血圧等のリスク因子が 1 つ以上あること

で脳卒中罹患リスクが高まることを再確認しています。

今号掲載の論文は，幅広いテーマ，地域，世代を対象

としたもので，用いられた研究手法も様々です。公衆衛

生が，私たちの社会や生活の様々な場面における課題解

決に貢献する取り組みであることを改めて実感できる内

容となっています。

これからも，多様な視点からの調査研究・実践のご報

告をお待ちしています。 （冨尾 淳）


